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𝑔   = 1 − log  + log  とすると 𝑔′   =
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0 <  < 1の範囲で𝑔′   > 0であり、𝑔   は単調増加。 𝑔 1 = 1 − log   lim
𝑥→+0

𝑔   = −∞ 

0 <  < 1の範囲で𝑔   = 0となるためには 𝑔 1 = 1 − log  = log
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1 <  <  のとき、    の増減は右の通りで、 =
 

 
のとき極小となる。 
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求める  , 𝑘 の集合は 1 <  <   かつ 
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図示すると右の通りで、境界線を含まない。 

 2

e 

  1 

1 

0 

𝑘 

  

𝑘 =
1

 log  2
 

𝑘 =
 2

 2
 


